
1 漢律令「不敬」考

は
じ
め
に

　

漢
代
の
法
律
に
は
「
不
敬
」・「
大
不
敬
」
と
い
う
犯
罪
に
關
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
前
稿
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
大
不
敬
に

つ
い
て
檢
討
し
、
次
の
三
つ
の
結
論
を
え
た
（
１
）。
第
一
に
、
い
か
な
る
行
爲
が
大
不
敬
に
あ
た
る
の
か
は
、
律
令
の
條
文
で
定
義
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
定
義
の
具
體
的
内
容
や
、
あ
る
い
は
定
義
そ
の
も
の
も
「
禮
」
に
依
存
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
第
二

に
、
本
來
は
大
不
敬
に
あ
た
る
行
爲
で
あ
っ
て
も
、
被
害
あ
る
い
は
惡
質
性
が
甚
大
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
「
不
道
」
の
罪
に
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2

問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
三
に
、
漢
代
の
大
不
敬
は
唐
律
と
異
な
り
、
罪
目
で
は
な
く
罪
名
で
あ
っ
て
、
大
不
敬
そ
の
も
の
に
對

し
て
「
棄
市
」（
斬
首
）
と
い
う
法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
前
稿
に
引
續
き
、
不
敬
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
名
稱
か
ら
す
る
と
、
不
敬
は
大
不
敬
よ
り
も
不
敬
の
程
度
が
輕
い
も
の
と

見
ら
れ
る
が
、
具
體
的
に
は
い
か
な
る
點
で
大
不
敬
と
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
處
罰
に
も
い
か
な
る
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
大
不
敬
の
特
徴
は
、
不
敬
に
も
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
以
上
の
諸
問
題
に
つ
い

て
檢
討
し
、
大
不
敬
も
含
め
、
不
敬
罪
全
體
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
一
節　

不
敬
の
定
義

　
『
晉
書
』
卷
三
〇
刑
法
志
が
引
く
張
斐
「
律
表
」
に
、

虧
禮
廢
節
謂
之
不
敬
。

と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
當
時
の
法
律
用
語
で
い
う
不
敬
と
は
、
禮
節
を
欠
く
行
爲
を
指
す
。
そ
れ
で
は
、
具
體
的
に
い
か
な
る
行
爲
が

不
敬
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漢
代
に
つ
い
て
記
し
た
文
獻
に
は
、
不
敬
の
罪
に
問
わ
れ
た
實
例
が
頻
見
す
る
。
若
江
賢
三
氏

は
こ
れ
ら
の
實
例
を
收
集
・
整
理
し
た
う
え
で
、
不
敬
と
さ
れ
て
い
る
行
爲
を
次
の
四
つ
の
類
型
に
分
類
し
て
い
る
（
２
）。

　
［
Ⅰ
］
宮
廷
な
ど
に
お
け
る
非
禮

　
［
Ⅱ
］
宗
廟
な
ど
に
關
す
る
罪

　
［
Ⅲ
］
宗
室
や
近
臣
に
對
す
る
非
禮

　
［
Ⅳ
］
臣
下
と
し
て
の
怠
慢
ま
た
は
不
謹
愼

　

た
だ
し
、
前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
の
分
類
に
は
若
干
問
題
が
な
い
で
も
な
い
。
ま
ず
、
若
江
氏
は
一
つ
の
事
件
を
必
ず
一
つ
の
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3 漢律令「不敬」考

類
型
に
分
類
し
て
い
る
が
、
複
數
の
類
型
に
ま
た
が
る
と
解
し
う
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表

に
は
、元

狩
四
年
、〔
繩
侯
周
〕
平
坐
爲
太
常
不
繕
治
園
陵
、
不
敬
、
國
除
。

と
あ
り
、
繩
侯
の
周
平
は
太
常
の
職
に
あ
り
な
が
ら
皇
族
の
陵
墓
を
修
繕
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
若
江

氏
は
こ
れ
を
［
Ⅱ
］
の
「
宗
廟
な
ど
に
關
す
る
罪
」
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
太
平
御
覽
』
卷
二
二
八
職
官
部
二
六
太
常
卿
が

引
く
衞
宏
『
漢
舊
儀
』
に
、

漢
陵
屬
三
輔
、
太
常
月
一
行
。

と
あ
り
、
太
常
は
皇
族
の
陵
墓
を
月
に
一
度
點
檢
す
る
こ
と
を
職
務
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
周
平
が
皇
族
の
陵
墓
を
修
繕

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、［
Ⅳ
］
の
「
臣
下
と
し
て
の
怠
慢
ま
た
は
不
謹
愼
」
に
も
該
當
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
若
江
氏
の
分
類
の
中
に
は
、
他
の
類
型
に
分
類
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
史
記
』
卷
九
六
張
丞

相
列
傳
に
、

八
年
、〔
北
平
侯
張
類
〕
坐
臨
諸
侯
喪
後
就
位
不
敬
、
國
除
。

と
あ
り
、
北
平
侯
張
類
は
諸
侯
王
の
喪
に
遲
れ
て
參
列
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
若
江
氏
は
こ
れ
を
［
Ⅱ
］
の

「
宗
廟
な
ど
に
關
す
る
罪
」
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
む
し
ろ
［
Ⅲ
］
の
「
宗
室
や
近
臣
に
對
す
る
非
禮
」
へ
分
類
す
べ

き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
卷
一
〇
七
魏
其
武
安
侯
列
傳
に
、

夏
、
丞
相
取
燕
王
女
爲
夫
人
。
有
太
后
詔
、
召
列
侯
宗
室
皆
往
賀
。（
中
略
）
飮
酒
酣
、
武
安
起
爲
壽
、
坐
皆
避
席
伏
。（
中
略
）

〔
灌
〕
夫
無
所
發
怒
、
乃
罵
臨
汝
侯
曰
（
中
略
）
武
安
乃
麾
騎
縛
夫
置
傳
舍
、
召
長
史
曰
、
今
日
召
宗
室
、
有
詔
。
劾
灌
夫
罵
坐

不
敬
、
繫
居
室
。
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と
あ
り
、
武
安
侯
で
丞
相
の
田
蚡
の
婚
禮
を
祝
う
宴
席
に
お
い
て
、
皇
族
や
列
侯
も
參
列
す
る
中
で
、
灌
夫
が
臨
汝
侯
灌
賢
ら
を
罵

り
、
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
若
江
氏
は
こ
れ
を
［
Ⅰ
］
の
「
宮
廷
な
ど
に
お
け
る
非
禮
」
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
召
列
侯

宗
室
皆
往0

賀
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
る
と
、
宴
席
が
と
り
行
わ
れ
た
の
は
宮
廷
内
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
田
蚡
の
邸
宅
内
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
田
蚡
が
灌
夫
を
不
敬
の
罪
で
「
劾
」
し
た
の
は
（
３
）、「
今
日
召
宗
室
、
有
詔
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
日
は
皇
族
も
參
列
し
て
お

り
、
か
つ
皇
族
も
參
列
す
る
よ
う
太
后
の
詔
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
も
む
し
ろ
［
Ⅲ
］
の
「
宗
室
や
近
臣
に
對
す

る
非
禮
」
に
分
類
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
不
敬
の
事
例
の
中
に
は
、
い
ず
れ
の
類
型
と
も
分
類
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯

者
年
表
に
、

五
年
、
侯
〔
張
〕
不
疑
坐
與
門
大
夫
謀
殺
故
楚
内
史
、
當
死
、
贖
爲
城
旦
、
國
除
。

と
あ
り
、
留
侯
張
不
疑
が
門
大
夫
と
共
謀
の
う
え
、
楚
の
も
と
内
史
を
殺
害
し
（
４
）、

本
來
な
ら
ば
死
刑
に
あ
た
る
が
、
贖
罪
に
よ
り
「
城

旦
」
に
處
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、『
史
記
』
卷
五
五
留
侯
世
家
で
は
同
じ
事
件
に
つ
い
て
、

留
侯
不
疑
、
孝
文
帝
五
年
坐
不
敬
、
國
除
。

と
あ
る
の
で
、
張
不
疑
は
本
件
に
よ
っ
て
不
敬
の
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
若
江
氏
は
本
件
を
［
Ⅲ
］
の
「
宗
室
や
近
臣
に
對

す
る
非
禮
」
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
侯
國
の
内
史
は
、
皇
帝
に
と
っ
て
近
臣
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
諸
侯
王
と
い
う

皇
族
の
臣
下
を
殺
害
し
た
こ
と
が
、
宗
室
に
對
す
る
非
禮
に
あ
た
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件

に
つ
い
て
は
記
述
が
簡
潔
過
ぎ
て
、
不
敬
に
問
わ
れ
た
理
由
が
判
然
と
せ
ず
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
楚
の
も
と
内
史
を
殺
害
し
た
こ
と
は
、
臣
下
と
し
て
な
す
べ
き
行
爲
で
は
な
く
、［
Ⅳ
］
の
「
臣
下
と
し
て
の
怠
慢
ま

た
は
不
謹
愼
」
に
あ
た
る
と
し
て
不
敬
に
問
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
本
件
の
殺
害
は
宮
廷
や
宗
廟
で
行
わ
れ
、［
Ⅰ
］
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5 漢律令「不敬」考

の
「
宮
廷
な
ど
に
お
け
る
非
禮
」、［
Ⅱ
］
の
「
宗
廟
な
ど
に
關
す
る
罪
」
と
し
て
不
敬
に
問
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
不
敬
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
お
お
む
ね
［
Ⅰ
］
〜
［
Ⅳ
］
こ
そ
が
不
敬
の
内
容
と
い
う
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

不
敬
の
事
例
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
爲
が
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
行
爲
の
う
ち
い
く
つ
か
は
律
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。『
漢
書
』
卷
六
武
帝
紀
元
朔
元
年
條
に
は
、

　

①�

有
司
奏
議
曰
（
中
略
）
今
詔
書
昭
先
帝
聖
緒
、
令
二
千
石
擧
孝
廉
、
所
以
化
元
元
、
移
風
易
俗
也
。
不
擧
孝
、
不
奉
詔
、
當
以
不

敬
論
。（
中
略
）
奏
可
。

と
あ
り
、
郡
國
の
二
千
石
官
が
孝
の
者
を
推
擧
せ
ず
、
詔
を
奉
じ
な
か
っ
た
場
合
、
不
敬
と
し
て
罪
を
論
じ
る
、
と
い
う
羣
臣
の
意
見

が
武
帝
に
よ
り
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
詔
す
な
わ
ち
令
に
よ
っ
て
不
敬
を
定
義
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
續
漢

書
』
輿
服
志
下
劉
昭
注
が
引
く
丁
孚
『
漢
儀
』
に
、

　

②�

太
僕
・
太
中
大
夫
襄
言
（
中
略
）
民
織
綬
不
如
式
、
沒
入
官
、
犯
者
爲
不
敬
。（
中
略
）
皇
太
后
詔
可
、
王
綬
如
所
下
。

と
あ
り
、
民
が
綬
を
規
格
の
通
り
に
織
ら
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
綬
を
沒
收
し
、
不
敬
と
す
る
と
い
う
法
規
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
尚
德
街
漢
簡
に
も
不
敬
に
關
す
る
條
文
が
見
え
る
。
尚
德
街
漢
簡
と
は
二
〇
一
一
〜
一
二
年
に
湖
南
省
長
沙
市
尚
德
街
で
出

土
し
た
後
漢
〜
三
國
呉
の
簡
牘
羣
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
二
一
二
は
後
漢
末
期
〜
三
國
呉
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
筆
寫
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
兩
面
に
は
律
令
の
條
文
ら
し
き
も
の
が
列
擧
さ
れ
（
５
）、

そ
の
正
面
第
二
欄
に
は
次
の
二
條
が
含
ま
れ
て
い
る
（
６
）。

　

③�

上
書
言
變
事
不
如
式
、
爲
不
敬
。

　

④�

天
下
有
服
禁
、
不
得
屠
沽
。
吏
犯
、
不
敬
〼

　

前
者
で
は
皇
帝
へ
上
書
し
て
事
變
を
申
し
上
げ
る
と
き
、
書
式
の
通
り
に
し
な
か
っ
た
場
合
、
不
敬
と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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後
者
で
は
天
下
で
喪
に
服
し
て
い
る
場
合
、
肉
と
酒
を
賣
買
し
て
は
な
ら
ず
、
吏
が
こ
れ
を
犯
し
た
場
合
、
不
敬
と
す
る
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
不
敬
に
あ
た
る
行
爲
を
定
義
し
た
規
定
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
二
一
二
に
は
律
令
の
全
て
の
條
文
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
二
條
、
さ
ら
に
は
①
・
②

も
不
敬
と
さ
れ
る
行
爲
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
他
に
も
こ
の
よ
う
な
條
文
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
事
例
に
お
い

て
不
敬
と
さ
れ
て
い
る
行
爲
は
多
岐
に
渉
り
、
そ
れ
ら
全
て
が
律
令
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
が
た
い
。
前
稿
で
は
大
不

敬
に
つ
い
て
も
同
樣
に
考
え
、
大
不
敬
は
律
令
の
他
に
も
「
禮
」
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
た
と
理
解
し
た
が
、
不
敬
で
も
同
樣
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
不
敬
の
事
例
の
中
に
「
失
禮
、
不
敬
」
と
い
う
文
句
が
見
え
る
こ
と
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　

⑤�

欽
與
族
昆
弟
秺
侯
當
俱
封
。
初
、
當
曾
祖
父
日
磾
傳
子
節
侯
賞
、
而
欽
祖
父
安
上
傳
子
夷
侯
常
、
皆
亡
子
、
國
絕
、
故
莽
封
欽
・

當
奉
其
後
。
當
母
南
即
莽
母
功
顯
君
同
產
弟
也
。
當
上
南
大
行
爲
太
夫
人
。（
中
略
）
時
甄
邯
在
旁
、
庭
叱
欽
、
因
劾
奏
曰
（
中

略
）
秺
侯
當
上
母
南
爲
太
夫
人
、
失
禮
、
不
敬
。（『
漢
書
』
卷
六
八
金
日
磾
傳
）

　

⑥�

平
恩
侯
許
伯
入
第
、
丞
相
・
御
史
・
將
軍
・
中
二
千
石
皆
賀
。（
中
略
）
酒
酣
樂
作
、
長
信
少
府
檀
長
卿
起
舞
、
爲
沐
猴
與
狗
鬬
、

坐
皆
大
笑
。（
中
略
）〔
蓋
寬
饒
〕
因
起
趨
出
、
劾
奏
、
長
信
少
府
以
列
卿
而
沐
猴
舞
、
失
禮
、
不
敬
。（『
漢
書
』
卷
七
七
蓋
寬
饒

傳
）

　

⑦�

初
、
哀
帝
祖
母
定
陶
太
后
欲
求
稱
尊
號
、
太
后
從
弟
高
武
侯
傅
喜
爲
大
司
馬
、
與
丞
相
孔
光
・
大
司
空
師
丹
共
持
正
議
。
孔
鄉
侯

傅
晏
亦
太
后
從
弟
、
讇
諛
欲
順
指
、
會
博
新
徵
用
爲
京
兆
尹
、
與
交
結
、
謀
成
尊
號
、
以
廣
孝
道
。
繇
是
師
丹
先
免
、
博
代
爲
大

司
空
、
數
燕
見
奏
封
事
、
言
、
丞
相
光
志
在
自
守
、
不
能
憂
國
。
大
司
馬
喜
至
尊
至
親
、
阿
黨
大
臣
、
無
益
政
治
。
上
遂
罷
喜
遣

就
國
、
免
光
爲
庶
人
、
以
博
代
光
爲
丞
相
、
封
陽
鄉
侯
、
食
邑
二
千
戶
。（
中
略
）
傅
太
后
怨
傅
喜
不
已
、
使
孔
鄉
侯
晏
風
丞
相
、

令
奏
免
喜
侯
。
博
受
詔
、
與
御
史
大
夫
趙
玄
議
、
玄
言
、
事
已
前
決
、
得
無
不
宜
。
博
曰
、
已
許
孔
鄉
侯
有
指
。
匹
夫
相
要
、
尚
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相
得
死
、
何
況
至
尊
。
博
唯
有
死
耳
。
玄
即
許
可
。
博
惡
獨
斥
奏
喜
、
以
故
大
司
空
氾
鄉
侯
何
武
前
亦
坐
過
免
就
國
、
事
與
喜
相

似
、
即
并
奏
、
喜
・
武
前
在
位
、
皆
無
益
於
治
、
雖
已
退
免
、
爵
土
之
封
非
所
當
得
也
。
請
皆
免
爲
庶
人
。
上
知
傅
太
后
素
常
怨

喜
、
疑
博
・
玄
承
指
、
即
召
玄
詣
尚
書
問
狀
。
玄
辭
服
、
有
詔
左
將
軍
彭
宣
與
中
朝
者
雜
問
。
宣
等
劾
奏
（
中
略
）〔
朱
博
・
趙

玄
・
傅
安
〕
皆
知
喜
・
武
前
已
蒙
恩
詔
決
、
事
更
三
赦
、
博
執
左
道
、
虧
損
上
恩
、
以
結
信
貴
戚
、
背
君
鄉
臣
、
傾
亂
政
治
、
姦

人
之
雄
、
附
下
罔
上
、
爲
臣
不
忠
不
道
。
玄
知
博
所
言
非
法
、
枉
義
附
從
、
大
不
敬
。
晏
與
博
議
免
喜
、
失
禮
、
不
敬
。（『
漢

書
』
卷
八
三
朱
博
傳
）

　

例
え
ば
、
⑥
で
は
平
恩
侯
許
伯
が
引
っ
越
し
、
丞
相
・
御
史
・
將
軍
・
中
二
千
石
が
み
な
新
居
を
訪
れ
て
祝
い
、
そ
の
宴
席
の
最
中

に
長
信
少
府
の
檀
長
卿
が
舞
い
、
猿
と
犬
が
戰
う
樣
子
を
ま
ね
た
。
蓋
寬
饒
は
檀
長
卿
が
卿
の
位
に
あ
り
な
が
ら
猿
の
舞
い
を
し
、
禮0

を
失
し
た

0

0

0

0

と
し
て
、
不
敬
に
あ
た
る
と
劾
奏
し
て
い
る
。
⑥
の
「
長
信
少
府
以
列
卿
而
沐
猴
舞
、
失
禮
、
不
敬
」
で
は
、
要
す
る
に
長

信
少
府
檀
長
卿
の
「
以
列
卿
而
沐
猴
舞
」
と
い
う
行
爲
の
内
容
が
禮
を
失
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
不
敬
に
あ
た
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
⑥
に
お
い
て
は
、
あ
る
行
爲
が
不
敬
に
あ
た
る
か
否
か
は
、
禮
に
照
ら
し
て
判
斷
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
⑤
と
⑦
で
も
同
樣
で
あ
る
。
⑤
で
は
甄
邯
が
金
欽
と
金
當
の
罪
を
劾
奏
し
、
⑦
で
は
彭
宣
ら
が
朱
博
・
趙
玄
・
傅
安
の
罪

を
劾
奏
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
劾
奏
で
は
ま
ず
被
疑
者
が
い
か
な
る
行
爲
を
し
た
か
を
述
べ
た
う
え
で
、
最
後
に
「
失
禮
、
不
敬
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
禮
書
で
は
い
か
な
る
行
爲
が
不
敬
に
あ
た
る
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

山
川
神
祇
有
不
擧
者
、
爲
不
敬
。（『
禮
記
』
王
制
）

天
子
・
諸
侯
無
事
、
則
歲
三
田
。（
中
略
）
無
事
而
不
田
、
曰
不
敬
。（『
禮
記
』
王
制
）

季
氏
祭
、
逮
闇
而
祭
、
日
不
足
、
繼
之
以
燭
。
雖
有
強
力
之
容
・
肅
敬
之
心
、
皆
倦
怠
矣
。
有
司
跛
倚
以
臨
祭
、
其
爲
不
敬
大

（228）



8

矣
。（『
禮
記
』
禮
器
）

　

こ
れ
ら
は
古
來
よ
り
傳
わ
る
禮
で
、
漢
代
で
も
あ
る
行
爲
が
不
敬
に
あ
た
る
か
否
か
を
判
斷
す
る
際
、
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

大
不
敬
と
の
違
い

　

次
に
、
不
敬
は
大
不
敬
と
い
か
な
る
點
で
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
通
り
、
尚
德
街
漢
簡
二
一
二
正
面
第
二
欄
に
は
、
不
敬

に
あ
た
る
行
爲
を
定
め
た
條
文
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
が
、
二
一
二
背
面
第
一
欄
に
は
、

對
悍
使
者
、
無
人
臣
禮
、
大
不
敬
。

驚
動
鬼
神
、
大
不
敬
。

上
書
絶
匿
其
名
、
大
不
敬
。

漏
泄
省
中
語
、
大
不
敬
。

と
あ
り
、
大
不
敬
に
あ
た
る
行
爲
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
。
不
敬
の
他
に
大
不
敬
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
敬
と
大
不
敬

の
間
に
は
明
確
な
區
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
掲
⑦
で
は
「
玄
知
博
所
言
非

法
、
枉
義
附
從
、
大
不
敬
。
晏
與
博
議
免
喜
、
失
禮
、
不
敬
」
と
あ
り
、
趙
玄
が
大
不
敬
に
問
わ
れ
た
の
に
對
し
、
傅
晏
は
不
敬
に
問

わ
れ
て
い
る
。
⑤
で
も
金
當
が
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
金
欽
に
つ
い
て
は
、

尤
非
大
臣
所
宜
、
大
不
敬
。

と
あ
り
、
大
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
大
」
不
敬
と
い
う
か
ら
に
は
、
不
敬
よ
り
も
不
敬
の
程
度
が
甚
だ
し
い
も
の
で
、
逆
に
不
敬
は
大
不
敬
よ
り
も
不
敬
の
程
度
が
輕
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い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
何
を
も
っ
て
不
敬
の
程
度
が
重
い
あ
る
い
は
輕
い
と
判
斷
さ
れ
て
い
た
か
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
尚
德
街
漢
簡
に
よ
る
と
、「
對
悍
使
者
、
無
人
臣
禮
」（
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
の
命
令
を
拒
み
、
人
臣
と
し
て
の
禮
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
）、「
驚
動
鬼
神
」（
鬼
神
を
驚
か
せ
る
）、「
上
書
絶
匿
其
名
」（
皇
帝
へ
上
書
す
る
と
き
に
、
自
分
の
名
を
匿
す
）、「
漏
泄
省

中
語
」（
省
中
で
の
發
言
を
外
部
へ
漏
洩
す
る
）
な
ど
の
行
爲
は
大
不
敬
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
稿
で
檢
討
し
た
通
り
、
漢
代
で
は

大
不
敬
に
問
わ
れ
る
行
爲
と
し
て
、
他
に
も
「
無
人
臣
禮
」（
人
臣
と
し
て
の
禮
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
）、「
非
所
宣
言
」（
い
う
べ
き
こ

と
で
は
な
い
（
こ
と
を
い
う
））
な
ど
が
あ
っ
た
。
以
上
の
行
爲
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
例
が
見
え
な
い
。
こ

れ
ら
の
行
爲
は
程
度
の
輕
重
を
問
わ
ず
、
大
不
敬
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
當
時
こ
れ
ら
の
行
爲
自
體
が
甚
だ
し
く
不
敬
な

行
爲
と
認
識
さ
れ
、
輕
重
を
論
じ
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
若
江
氏
は
不
敬
の
他
、
大
不
敬
の
事
例
も
整
理
し
た
う
え
で
、
大
不
敬
の
場
合
は
前
掲
［
Ⅰ
］
〜
［
Ⅳ
］
以
外
に
も
、

　
［
Ⅴ
］
天
子
を
誣
罔
す
る
言
動

に
分
類
で
き
る
事
例
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
さ
ら
に
、

　
［
Ⅵ
］
皇
帝
の
御
物
に
對
す
る
非
禮

　
［
Ⅶ
］
鬼
神
を
驚
か
す

に
分
類
で
き
る
事
例
と
規
定
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。［
Ⅴ
］
〜
［
Ⅶ
］
も
不
敬
の
程
度
を
問
わ
ず
大
不
敬
に
問
わ
れ
、
不
敬

に
問
わ
れ
る
餘
地
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
す
る
と
、
要
す
る
に
不
敬
と
大
不
敬
の
間
で
は
、
問
わ
れ
る
行
爲
の
種
類
に
違
い
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
一
方
、
完
全

に
同
じ
行
爲
が
そ
れ
ぞ
れ
不
敬
と
大
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
例
は
な
い
が
、
類
似
の
行
爲
が
不
敬
と
大
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
例
は
い
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く
つ
か
見
え
る
。
以
下
、
逐
一
比
較
し
た
う
え
で
、
な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
が
不
敬
と
大
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
よ

う
。（

一
）
皇
帝
の
側
近
く
か
否
か

　
［
Ⅰ
］
の
「
宮
廷
な
ど
に
お
け
る
非
禮
」
に
分
類
さ
れ
る
事
例
の
中
に
は
、
特
に
皇
帝
の
側
近
く
で
犯
行
が
な
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
７
）。

〔
一
〕
前
漢
の
文
帝
の
と
き
、
太
中
大
夫
の
鄧
通
が
朝
廷
に
お
い
て
、
皇
帝
の
傍
ら
に
お
り
な
が
ら
、
殿
上
で
戲
れ
、
禮
を
怠
っ
た
。

（『
史
記
』
卷
九
六
張
丞
相
列
傳
）

〔
二
〕
新
・
王
莽
の
天
鳳
五
年
（
西
暦
一
八
年
）、
司
命
の
孔
仁
が
王
莽
に
謝
罪
す
る
と
き
、
勝
手
に
天
文
冠
を
脱
い
だ
。（『
漢
書
』
卷

九
九
下
王
莽
傳
下
）

　

以
上
の
二
例
で
は
い
ず
れ
も
大
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
不
敬
に
問
わ
れ
た
事
例
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
二
例
ほ
ど
皇
帝
の
側

近
く
で
犯
行
が
な
さ
れ
た
も
の
は
見
え
な
い
。
よ
っ
て
、
不
敬
か
大
不
敬
か
は
、
皇
帝
か
ら
の
距
離
も
判
斷
基
準
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

（
二
）
宮
中
で
の
液
體
放
出

〔
三
〕
後
漢
の
順
帝
の
と
き
、
尚
書
の
欒
巴
は
正
月
元
旦
の
朝
廷
の
酒
宴
に
一
人
だ
け
遲
れ
、
ま
た
液
體
を
噴
き
出
し
た
。（『
藝
文
類

聚
』
卷
七
八
靈
異
部
上
仙
道
引
東
晉
・
葛
洪
『
神
仙
傳
（
８
）』）
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〔
四
〕
前
漢
の
武
帝
の
と
き
、
東
方
朔
が
醉
っ
て
殿
中
に
入
り
、
小
便
を
漏
ら
し
た
。（『
漢
書
』
卷
六
五
東
方
朔
傳
）

　
〔
三
〕
で
は
大
不
敬
、〔
四
〕
で
は
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。〔
三
〕
で
は
宮
中
で
液
體
（
口
に
含
ん
だ
酒
か
？
）
を
噴
き
出
し
た
の
に

對
し
、〔
四
〕
で
は
宮
中
で
小
便
を
漏
ら
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
宮
中
で
體
内
よ
り
液
體
を
放
出
し
た
と
い
う
點
で
似
て
い
る
。
し

か
し
、
前
者
で
は
さ
ら
に
酒
宴
に
遲
參
し
た
と
い
う
落
ち
度
が
あ
り
、
そ
の
點
で
後
者
よ
り
も
不
敬
の
程
度
が
重
く
、
大
不
敬
と
さ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
三
）
廟
あ
る
い
は
祠
で
の
不
謹
愼

〔
五
〕
武
帝
の
後
二
年
（
紀
元
前
八
七
年
）、
詹
事
の
商
丘
成
が
孝
文
廟
の
祭
祀
に
隨
行
し
た
と
き
、
醉
っ
て
不
謹
愼
な
内
容
の
歌
を
歌

っ
た
。（『
漢
書
』
卷
一
七
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
）

〔
六
〕
武
帝
の
元
朔
二
年
（
紀
元
前
一
二
七
年
）、
列
侯
の
蕭
勝
が
祠
に
隨
行
し
て
齋
戒
し
な
か
っ
た
。（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者

年
表
、『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
）

　
〔
五
〕
で
は
大
不
敬
、〔
六
〕
で
は
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
兩
者
は
い
ず
れ
も
皇
帝
と
と
も
に
廟
あ
る
い
は
祠
へ
行
き
、
不
謹
愼
な

こ
と
を
し
た
と
い
う
點
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、〔
六
〕
で
は
た
だ
齋
戒
し
な
か
っ
た
だ
け
な
の
に
對
し
、〔
五
〕
で
は
不
謹
愼
な

歌
を
歌
う
と
い
う
、
よ
り
明
確
な
行
爲
が
あ
っ
た
た
め
、
不
敬
で
は
な
く
大
不
敬
と
判
斷
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）
宗
廟
・
陵
墓
の
管
理
不
行
屆
き

〔
七
〕
前
漢
・
昭
帝
の
元
鳳
四
年
（
紀
元
前
七
七
年
）、
孝
文
廟
の
正
殿
が
火
災
に
遭
い
、
太
常
の
轑
陽
侯
江
德
、
及
び
廟
の
令
・
丞
・

郞
吏
は
み
な
大
不
敬
と
「
劾
」
さ
れ
た
。（『
漢
書
』
卷
七
昭
帝
紀
元
鳳
四
年
條
）

〔
八
〕
武
帝
の
元
狩
四
年
（
紀
元
前
一
一
九
年
）、
繩
侯
の
周
平
が
太
常
の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
皇
族
の
陵
墓
を
修
繕
し
な
か
っ
た
。

（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
）

〔
九
〕
元
狩
五
年
（
紀
元
前
一
一
八
年
）、
戚
侯
季
信
成
が
太
常
で
あ
り
な
が
ら
、
丞
相
李
蔡
が
墓
道
に
立
ち
入
っ
た
の
を
見
逃
し
た
。

（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
）

〔
一
〇
〕
武
帝
の
元
鼎
二
年
（
紀
元
前
一
一
五
年
）、
廣
阿
侯
任
越
が
太
常
で
あ
り
な
が
ら
、
廟
の
酒
を
酸
っ
ぱ
く
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
）

〔
一
一
〕
武
帝
の
太
初
三
年
（
紀
元
前
一
〇
二
年
）、
睢
陽
侯
張
昌
が
太
常
で
あ
り
な
が
ら
、
祠
の
こ
と
で
不
十
分
な
點
が
あ
っ
た
。

（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
）

　
〔
七
〕
の
み
大
不
敬
、
そ
の
他
で
は
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
以
上
で
は
い
ず
れ
も
皇
族
の
廟
や
陵
墓
の
管
理
不
行
屆
き
が
罪
に
問

わ
れ
て
い
る
。〔
七
〕
で
は
そ
の
他
と
異
な
り
、
火
災
と
い
う
重
大
な
危
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
大
不
敬
に
問
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。（

五
）
行
事
へ
の
遲
參

〔
一
二
〕
武
帝
の
建
元
五
年
（
紀
元
前
一
三
六
年
）、
諸
侯
王
の
喪
に
服
す
る
と
き
、
北
平
侯
張
類
が
遲
れ
て
位
置
に
就
い
た
。（『
史
記
』
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卷
九
六
張
丞
相
列
傳
）

　

本
件
は
行
事
に
遲
參
し
た
と
い
う
點
に
お
い
て
、
前
掲
〔
三
〕
と
共
通
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
三
〕
が
大
不
敬
、〔
一

二
〕
が
不
敬
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
者
で
は
單
に
遲
參
の
み
な
ら
ず
、
宮
中
で
液
體
を
噴
き
出
し
た
と
い
う
落
ち
度
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

（
六
）
宴
席
に
お
け
る
非
禮

〔
一
三
〕
武
帝
の
元
光
四
年
（
紀
元
前
一
三
一
年
）、
丞
相
田
蚡
の
婚
禮
を
祝
う
宴
席
に
お
い
て
、
皇
族
や
列
侯
も
參
列
す
る
中
で
、
灌

夫
が
臨
汝
侯
灌
賢
ら
を
罵
っ
た
。（『
史
記
』
卷
一
〇
七
魏
其
武
安
侯
列
傳
）

〔
一
四
〕
宣
帝
期
、
平
恩
侯
許
伯
が
引
っ
越
し
、
丞
相
・
御
史
・
將
軍
・
中
二
千
石
が
み
な
新
居
を
訪
れ
て
祝
い
、
そ
の
宴
席
の
最
中

に
長
信
少
府
の
檀
長
卿
が
舞
い
、
猿
と
犬
が
戰
う
樣
子
を
ま
ね
た
。（『
漢
書
』
卷
七
七
蓋
寬
饒
傳
）

〔
一
五
〕
後
漢
の
獻
帝
期
、
曹
丕
が
文
學
た
ち
を
招
い
て
酒
宴
を
催
し
、
夫
人
の
甄
氏
を
宴
席
へ
呼
び
出
し
、
文
學
た
ち
へ
挨
拶
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
み
な
平
伏
し
た
の
に
、
劉
楨
の
み
甄
氏
を
直
視
し
た
。（『
三
國
志
』
卷
二
一
魏
書
王
粲
傳
、
同
傳
裴
松
之
注
引
『
典

略
』）

　
〔
一
三
〕
〜
〔
一
五
〕
及
び
前
掲
〔
三
〕
は
い
ず
れ
も
酒
席
に
お
け
る
非
禮
で
、〔
一
三
〕
〜
〔
一
五
〕
で
は
不
敬
、〔
三
〕
で
は
大

不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
。
後
者
で
の
酒
宴
は
國
家
の
公
式
行
事
で
、
宮
廷
で
開
催
さ
れ
、
お
そ
ら
く
皇
帝
も
臨
席
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
前
者
で
の
酒
宴
は
權
臣
の
邸
宅
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
皇
帝
は
臨
席
し
て
い
な
い
。
こ
の
違
い
が
大
不
敬
と
不
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敬
の
差
と
し
て
判
斷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
七
）
疾
病
を
理
由
と
す
る
不
作
爲

〔
一
六
〕
後
漢
・
桓
帝
の
延
熹
年
間
（
一
五
八
〜
一
六
七
年
）、
詔
に
よ
り
公
車
を
派
遣
し
、
楊
秉
と
處
士
韋
著
を
招
聘
し
よ
う
と
し
た

が
、
彼
ら
は
病
と
稱
し
て
應
じ
な
か
っ
た
。（『
後
漢
書
』
卷
五
四
楊
秉
列
傳
）

〔
一
七
〕
武
帝
の
元
朔
四
年
（
紀
元
前
一
二
五
年
）、
襄
成
侯
韓
澤
之
が
病
と
僞
っ
て
隨
行
し
な
か
っ
た
。（『
史
記
』
卷
一
九
惠
景
間
侯
者

年
表
）

　
〔
一
六
〕
で
は
大
不
敬
、〔
一
七
〕
で
は
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
病
と
稱
し
て
な
す
べ
き
こ
と
を
し
な
か
っ
た
場
合
で

あ
る
。
前
者
は
詔
に
よ
っ
て
特
別
に
招
聘
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
、
大
不
敬
と
判
斷
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
不
敬
と
大
不
敬
の
類
似
の
事
例
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
後
者
の
事
例
に
お
け
る
罪
状
は

前
者
よ
り
も
重
い
と
評
價
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、（
一
）
〜
（
七
）
の
内
容
は
多
樣
で
、
不
敬
と
大
不
敬
の
區
別
に
統

一
的
な
基
準
は
見
出
し
が
た
く
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
行
爲
に
對
し
て
統
一
的
な
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
自
體
が
不
可
能
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
不
敬
と
大
不
敬
の
區
別
に
は
統
一
的
な
基
準
が
な
く
、
法
律
や
禮
な
ど
に
照
ら
し
、
個
別
に
判
斷
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
節
で
檢
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
要
す
る
に
不
敬
と
大
不
敬
は
、
行
爲
の
種
類
と
法
益
侵
害
の
程
度
に
應
じ
て
區
別
さ
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
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第
三
節　

不
敬
に
對
す
る
處
罰

　

不
敬
は
い
か
な
る
刑
罰
に
處
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
９
）。
漢
代
に
お
け
る
不
敬
の
事
例
の
う
ち
、
實
際
に
適
用
さ
れ
た
刑
罰
が
明
ら
か

な
も
の
、
及
び
刑
罰
を
減
免
さ
れ
た
が
、
本
來
適
用
さ
れ
る
べ
き
刑
罰
が
明
ら
か
な
も
の
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

〔
一
八
〕
文
帝
五
年
（
紀
元
前
一
七
五
年
）、
留
侯
張
不
疑
が
門
大
夫
と
共
謀
の
う
え
、
楚
の
も
と
内
史
を
殺
害
し
た
。
不
敬
と
さ
れ
、

本
來
な
ら
ば
死
刑
に
あ
た
る
が
、
贖
罪
に
よ
り
城
旦
に
減
刑
さ
れ
た
。（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
、
卷
五
五
留
侯
世
家
、

『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
、
卷
四
〇
張
良
傳
）

〔
六
〕
武
帝
の
元
朔
二
年
（
紀
元
前
一
二
七
年
）、
列
侯
の
蕭
勝
が
祠
に
隨
行
し
て
齋
戒
し
な
か
っ
た
。
不
敬
と
さ
れ
、
耐
隸
臣
に
處
さ

れ
た
。（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
、『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
）

〔
一
七
〕
元
朔
四
年
（
紀
元
前
一
二
五
年
）、
襄
成
侯
韓
澤
之
が
病
と
僞
っ
て
隨
行
し
な
か
っ
た
。
不
敬
と
さ
れ
、
耐
隸
臣
に
處
さ
れ
た
。

（『
史
記
』
卷
一
九
惠
景
間
侯
者
年
表
、『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
）

〔
一
九
〕
武
帝
の
元
狩
三
年
（
紀
元
前
一
二
〇
年
）、
節
氏
侯
で
濟
南
太
守
の
董
朝
が
城
陽
王
の
娘
と
姦
通
し
た
。
不
敬
と
さ
れ
、
耐
鬼

薪
に
處
さ
れ
た
。（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
、『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
）

〔
二
〇
〕
元
狩
五
年
（
紀
元
前
一
一
八
年
）、
戚
侯
季
信
成
が
太
常
で
あ
り
な
が
ら
、
丞
相
李
蔡
が
墓
道
に
立
ち
入
っ
た
の
を
見
逃
し
た
。

不
敬
と
さ
れ
、
隸
臣
に
處
さ
れ
た
。（『
史
記
』
卷
一
八
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
、『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
）

〔
二
一
〕
元
狩
五
年
、
沈
猶
侯
劉
受
が
も
と
宗
正
で
あ
り
な
が
ら
、
人
の
私
的
な
要
求
を
聞
き
入
れ
、
そ
の
せ
い
で
宗
室
内
で
問
題
が

發
生
し
た
。
不
敬
と
さ
れ
、
耐
司
寇
に
處
さ
れ
た
。（『
史
記
』
卷
一
九
惠
景
間
侯
者
年
表
、『
漢
書
』
卷
一
五
上
王
子
侯
表
上
）
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〔
二
二
〕
後
漢
・
靈
帝
の
熹
平
四
年
（
一
七
五
年
）、
五
官
郞
中
の
馮
光
と
沛
相
上
計
掾
の
陳
晃
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
暦
元
が
誤
っ

て
い
る
と
主
張
し
た
。
太
尉
の
陳
耽
、
司
徒
の
袁
隗
、
司
空
の
許
訓
は
馮
光
と
陳
晃
を
不
敬
に
あ
た
る
と
劾
奏
し
、
鬼
薪
に
處
す

る
べ
き
と
し
た
が
、
靈
帝
は
罪
に
問
う
必
要
は
な
い
と
の
判
斷
を
下
し
た
。（『
續
漢
書
』
律
暦
志
中
）

　

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
實
際
に
適
用
さ
れ
た
刑
罰
、
あ
る
い
は
本
來
適
用
さ
れ
る
べ
き
刑
罰
は
、〔
一
八
〕
で
は
死
刑
、〔
一
九
〕・〔
二

二
〕
で
は
耐
鬼
薪
、〔
六
〕・〔
一
七
〕・〔
二
〇
〕
で
は
耐
隸
臣
（
（1
（

、〔
二
一
〕
で
は
耐
司
寇
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、〔
一
九
〕
と
〔
二

二
〕
で
は
爵
位
に
よ
る
減
刑
の
結
果
と
し
て
耐
鬼
薪
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
張
家
山
漢
簡
二
年
律
令
「
具
律
」
に
（
（1
（

、

上
造
・
上
造
妻
以
上
、
及
内
公
孫
・
外
公
孫
・
内
公
耳
玄
孫
有
罪
、
其
當
刑
及
當
爲
城
旦
舂
者
、
耐
以
爲
鬼
薪
白
粲
。（
第
八
二

簡
）

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
漢
初
の
律
で
は
、「
上
造
」
以
上
の
爵
位
を
有
す
る
者
が
「
刑
」
あ
る
い
は
「
城
旦
舂
」
に
あ
た
る
罪
を
犯
し

た
場
合
、
耐
鬼
薪
白
粲
に
減
刑
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
（「
城
旦
」
と
「
鬼
薪
」
は
男
子
、「
舂
」
と
「
白
粲
」
は
女
子
に
對
し
て
適
用
さ

れ
る
刑
罰
で
あ
る
）。
こ
こ
で
い
う
「
刑
」
と
は
肉
刑
の
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
「
黥
」（
顏
に
刺
靑
を
施
す
）・「
劓
」（
鼻
を
削
ぎ
落

す
）・「
斬
趾
」（
足
の
指
を
斬
り
落
す
）
な
ど
の
肉
刑
は
文
帝
十
三
年
（
紀
元
前
一
六
七
年
）
に
廢
止
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
髠
鉗
」（
頭
髮

を
剃
り
落
し
、
首
枷
を
は
め
る
）
や
笞
刑
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
肉
刑
の
廢
止
以
降
も
、
右
の
條
文
は
「
刑
」
が
髠
鉗
な
ど
に
置
き
換
え

ら
れ
、
効
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。〔
一
九
〕
は
武
帝
期
、〔
二
二
〕
は
靈
帝
期
の
事
件
で
、
い
ず
れ
も
肉
刑
廢
止
後
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、〔
一
九
〕
の
董
朝
は
節
氏
侯
で
、
列
侯
と
い
う
最
高
の
爵
位
を
有
し
て
い
る
。〔
二
二
〕
の
馮
光
と
陳
晃
が
い
か
な
る

爵
位
を
有
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
官
位
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
な
り
の
爵
位
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、

〔
一
九
〕
と
〔
二
二
〕
の
耐
鬼
薪
も
爵
位
に
よ
っ
て
減
刑
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
本
來
適
用
さ
れ
る
べ
き
刑
罰
は
髠
鉗
城
旦
あ
る
い
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は
完
城
旦
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
敬
に
あ
た
る
罪
は
さ
ま
ざ
ま
な
刑
罰
に
處
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
考
え
方
が
可

能
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
唐
律
「
十
惡
」
の
「
惡
逆
」
な
ど
と
同
樣
、
不
敬
は
さ
ま
ざ
ま
な
罪
名
の
總
稱
で
あ
っ
て
、
各
罪
名
に
對
し

て
各
條
文
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
唐
律
疏
議
』
名
例
律
に
は
、

十
惡
、
一
曰
謀
反
、
二
曰
謀
大
逆
、
三
曰
謀
叛
、
四
曰
惡
逆
、
五
曰
不
道
、
六
曰
大
不
敬
、
七
曰
不
孝
、
八
曰
不
睦
、
九
曰
不

義
、
十
曰
内
亂
。

と
あ
り
、
唐
律
で
は
特
に
惡
質
な
十
種
類
の
犯
罪
を
十
惡
と
呼
ぶ
。
十
惡
の
う
ち
、「
謀
反
」・「
謀
大
逆
」・「
謀
叛
」
は
「
殺
人
」・

「
竊
盜
」
な
ど
と
同
樣
、
罪
名
で
も
あ
る
が
、「
惡
逆
」
以
下
は
罪
名
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
罪
名
の
總
稱
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
を

假
に
「
罪
目
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
例
え
ば
、「
大
不
敬
」
に
つ
い
て
唐
律
の
注
で
は
、

謂
盜
大
祀
神
御
之
物
・
乘
輿
服
御
物
。
盜
及
僞
造
御
寶
。
合
和
御
藥
、
誤
不
如
本
方
及
封
題
誤
。
若
造
御
膳
、
誤
犯
食
禁
。
御
幸

舟
船
、
誤
不
牢
固
。
指
斥
乘
輿
、
情
理
切
害
及
對
捍
制
使
、
而
無
人
臣
之
禮
。

と
あ
り
、
大
不
敬
に
あ
た
る
行
爲
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
。
謀
反
・
謀
大
逆
・
謀
叛
を
除
け
ば
、
各
罪
目
に
對
し
て
そ
れ
ぞ
れ
法
定
刑
が

設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
罪
目
に
含
ま
れ
る
行
爲
に
對
し
、
各
本
條
に
お
い
て
處
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大

不
敬
に
含
ま
れ
る
行
爲
の
う
ち
、「
盜
大
祀
神
御
之
物
」
に
つ
い
て
は
「
賊
盜
律
」
に
、

諸
盜
大
祀
神
御
之
物
者
、
流
二
千
五
百
里
。

と
い
う
條
文
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、

諸
犯
大
不
敬
者
、
絞
。

の
よ
う
な
條
文
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
各
罪
目
に
含
ま
れ
る
諸
行
爲
に
對
す
る
法
定
刑
は
、
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
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か
っ
た
。
例
え
ば
、「
盜
大
祀
神
御
之
物
」
の
法
定
刑
は
「
流
二
千
五
百
里
」
で
あ
る
が
、
同
じ
く
大
不
敬
に
含
ま
れ
る
行
爲
の
う
ち
、

「
僞
造
御
寶
」
に
つ
い
て
は
「
詐
僞
律
」
に
、

諸
僞
造
皇
帝
八
寶
者
、
斬
。
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
・
皇
太
子
寶
者
、
絞
。
皇
太
子
妃
寶
、
流
三
千
里
。

と
あ
り
、
僞
造
し
た
印
璽
の
種
類
に
應
じ
て
、「
斬
」・「
絞
」・「
流
三
千
里
」
と
い
う
三
種
類
の
法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
不
敬
は
罪
名
で
は
あ
る
が
、
法
定
刑
が
一
つ
で
は
な
く
、
複
數
設
け
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
い
ず
れ
の
解
釋
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
第
一
の
解
釋
が
い
え
る
た
め
に
は
、
不
敬
に
含
ま
れ
る
各
罪
名
を
處

罰
す
る
條
文
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
實
は
、
一
つ
だ
け
そ
れ
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
史
記
』
卷
一
〇
二
張
釋
之

列
傳
の
『
集
解
』
に
（
（1
（

、

如
淳
曰
、
宮
衞
令
、
諸
出
入
殿
門
・
公
車
司
馬
門
、
乘
軺
傳
者
皆
下
。
不
如
令
、
罰
金
四
兩
。

と
あ
り
、「
宮
衞
令
」
の
條
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
殿
門
・
公
車
司
馬
門
に
出
入
す
る
と
き
、
下
車
し
な
か
っ
た
場
合
、
罰
金
四
兩

に
處
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
右
の
注
は
次
の
事
例
に
對
し
て
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
二
三
〕
文
帝
の
と
き
、
皇
太
子
劉
啓
が
梁
王
劉
武
と
車
に
同
乘
し
て
入
朝
し
、
司
馬
門
で
下
車
し
な
か
っ
た
。
公
車
令
の
張
釋
之
は

太
子
と
梁
王
を
留
め
て
殿
門
へ
入
ら
せ
ず
、
公
門
で
下
車
せ
ず
不
敬
で
あ
る
と
劾
奏
し
た
。（『
史
記
』
卷
一
〇
二
張
釋
之
列
傳
）

　

宮
衞
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
行
爲
の
内
容
は
、〔
二
三
〕
の
事
例
と
一
致
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
條
は
不
敬
に
含
ま
れ
る
罪
名
の
一

つ
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、〔
二
三
〕
は
文
帝
期
に
發
生
し
た
事
件
で
あ
る
の
に
對
し
、
本
條
は
約
四
百
年
後
の
三
國
魏
の
如
淳
が
引
用
し
て
い
る
も
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の
で
あ
る
。
本
條
が
三
國
魏
の
令
な
の
か
、
そ
れ
と
も
前
代
の
漢
令
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
假
に
後
者
と
し
て
も
、
後
漢
最
末

期
に
現
行
法
と
し
て
存
在
し
た
漢
令
と
考
え
ら
れ
る
。
司
馬
門
で
下
車
し
な
い
と
い
う
行
爲
が
、
三
國
魏
あ
る
い
は
後
漢
最
末
期
に
お

い
て
も
、
法
律
上
不
敬
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
は
斷
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
第
一
節
の
①
〜
④
で
は
い
か
な
る
行
爲
が
不
敬
に
あ
た
る
か
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
刑
罰
ま
で
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
刑
罰
に
つ
い
て
は
他
の
條
文
で
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
先
述
の
通
り
、
不
敬
に
あ
た
る
行
爲
の
全
て
を
律
令
に
規
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
も
そ
も
そ
れ
ら

の
行
爲
を
處
罰
す
る
條
文
を
逐
一
設
け
る
こ
と
も
當
然
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
尚
德
街
漢
簡
二
一
二
に
お
け
る
不
敬
關
聯
條
文
の
位
置
で
あ
る
。
二
一
二
の
兩
面
に
は
律
令
の
條
文
が

列
擧
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
法
定
刑
が
重
い
順
に
列
擧
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
二
條
の
不
敬
關
聯
條
文
の
次
に
は
以
下
の
條
文
が
排
列
さ

れ
て
い
る
。

□
□
官
府
寺
舍
民
廬
、
臧
不
滿
千
〼

僕
□
當
僕
、
坐
臧
爲
盜
。

□
□
坐
臧
爲
盜
。

　

二
行
目
・
三
行
目
に
は
「
坐
臧
爲
盜
」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。「
坐
臧
（
贓
）
爲
盜
」
と
は
不
法
に
取
得
し
た
財
物
の
價
値
に
應

じ
て
、
竊
盜
罪
と
し
て
處
罰
す
る
と
い
う
意
味
で
、
漢
の
律
令
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
漢
初
の
二
年
律
令
「
盜
律
」
で
は
、

盜
臧
（
贓
）
直
（
値
）
過
六
百
六
十
錢
、
黥
爲
城
旦
舂
。
六
百
六
十
到
二
百
廿
錢
、
完
爲
城
旦
舂
。
不
盈
二
百
廿
到
百
一
十
錢
、

耐
爲
隸
臣
妾
。
不
盈
百
一
十
到
廿
二
錢
、
罰
金
四
兩
。
不
盈
廿
二
錢
到
一
錢
、
罰
金
一
兩
。（
第
五
五
簡
・
五
六
簡
）

と
あ
り
、
竊
取
し
た
財
物
の
價
値
を
錢
に
換
算
し
、
そ
の
多
寡
に
應
じ
て
黥
城
旦
舂
〜
罰
金
一
兩
の
刑
罰
に
處
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
が
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い
つ
ま
で
現
行
法
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
後
漢
末
期
あ
る
い
は
三
國
呉
に
お
い
て
も
財
物
の

價
値
に
應
じ
て
何
ら
か
の
處
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
行
目
は
下
部
が
欠
け
て
お
り
、
い
か
な
る
文
句
が
續
い
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、「
臧0

不
滿
千
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
二
行
目
・
三
行
目
と
同
樣
、
末
尾
に
は
「
坐
臧
爲
盜
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

す
る
と
、
不
敬
は
「
坐
臧
爲
盜
」
と
い
う
、
法
定
刑
が
複
數
設
け
ら
れ
て
い
る
條
文
の
前
あ
る
い
は
直
前
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
不
敬
に
も
複
數
の
法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
が
基
準
と
な
っ
て
複
數
の

法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
情
状
の
輕
重
に
應
じ
て
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

結　

語

　

推
測
に
よ
る
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
以
上
の
檢
討
結
果
か
ら
、
不
敬
罪
の
處
罰
に
お
い
て
は
、
法
を
運
用
す
る
者
の
恣
意
の
入
る
餘

地
が
比
較
的
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
具
體
的
に
い
か
な
る
行
爲
が
不
敬
に
あ
た
る
か
は
、
必
ず
し
も
律
令
で
は
定
義

さ
れ
て
お
ら
ず
、
禮
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
面
も
あ
っ
た
（
第
一
節
）。
し
か
し
、
禮
は
法
律
よ
う
な
嚴
密
性
が
な
く
、
規
範
と
し
て
は

曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
行
爲
が
不
敬
と
大
不
敬
の
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
は
、
行
爲
の
種
類
と
法
益
侵
害
の
程
度
に
應
じ

て
區
別
さ
れ
て
い
た
が
、
法
益
侵
害
の
程
度
に
つ
い
て
は
統
一
的
な
基
準
が
な
く
、
法
律
や
禮
な
ど
に
照
ら
し
、
個
別
に
判
斷
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
第
二
節
）。
そ
し
て
、
不
敬
に
對
す
る
法
定
刑
が
複
數
あ
り
、
情
状
の
程
度
に
應
じ
て
い
く
つ
か
の
段
階
が
設

け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
（
第
三
節
）、
情
状
の
輕
重
に
對
す
る
判
斷
に
も
恣
意
が
入
る
餘
地
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
あ
る
行
爲
に
對
し
て
本
來
適
用
す
べ
き
法
規
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
無
視
し
て
不
敬
の
罪
に
問
う
て
い
る
例
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も
あ
る
。『
漢
書
』
卷
七
九
馮
奉
世
傳
に
は
次
の
よ
う
な
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
琅
邪
太
守
の
馮
野
王
が
病
に
罹
っ
た

の
で
休
暇
を
と
り
、
妻
子
と
と
も
に
郷
里
の
杜
陵
へ
歸
っ
て
養
生
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
御
史
中
丞
は
、
詔
を
奉
じ
る
者
と
し
て
不
敬

で
あ
る
と
し
て
、
馮
野
王
を
劾
奏
し
た
。
杜
欽
は
大
將
軍
王
鳳
に
書
簡
を
送
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
こ
の
劾
奏
は
、
太
守
は
「
予

告
」（
太
守
の
う
ち
最
も
優
れ
た
治
績
を
上
げ
た
者
に
對
し
て
授
け
ら
れ
る
休
暇
）
の
場
合
、
郷
里
に
歸
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
對
し
、「
賜

告
」（
官
吏
が
病
氣
に
罹
る
な
ど
し
た
場
合
、
恩
典
と
し
て
授
け
ら
れ
る
休
暇
）
の
場
合
に
は
歸
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
理
解
を
前

提
と
し
て
い
る
。
予
告
は
令
、
賜
告
は
詔
恩
を
根
據
と
す
る
が
、
休
暇
の
根
據
が
令
か
詔
恩
か
に
よ
っ
て
、
郷
里
に
歸
る
こ
と
が
で
き

た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
輕
重
の
差
を
失
し
て
い
る
。
ま
た
、
故
事
で
は
太
守
が
病
氣
の
た
め
休
暇
を
授
か
り
、
郷
里
へ
歸

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
令
で
は
、
太
守
が
任
地
の
郡
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
は
な
い
。
令
と
故
事
を
無
視

し
て
不
敬
の
法
を
借
用
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
王
鳳
は
こ
の
進
言
を
聽
き
入
れ
ず
、
馮
野
王
は
罷
免
さ
れ
た
。

　

御
史
中
丞
が
馮
野
王
を
劾
奏
し
た
の
は
、
王
鳳
の
指
示
に
よ
る
。
こ
れ
よ
り
前
、
京
兆
尹
の
王
章
は
王
鳳
の
專
權
を
非
難
し
、
馮
野

王
を
推
薦
し
て
王
鳳
と
交
代
さ
せ
る
べ
き
と
主
張
し
た
。
こ
れ
が
原
因
と
な
り
、
王
鳳
は
馮
野
王
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
件
の
場
合
、
政
敵
を
排
除
す
る
た
め
、
恣
意
的
に
不
敬
罪
を
適
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
不
敬
罪

の
基
準
が
曖
昧
で
、
恣
意
的
に
解
釋
さ
れ
る
餘
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

同
樣
の
こ
と
は
大
不
敬
に
も
見
ら
れ
る
。『
太
平
御
覽
』
卷
四
五
七
人
事
部
九
八
諫
諍
七
が
引
く
『
東
方
朔
別
傳
』
に
は
、
次
の
よ

う
な
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
武
帝
の
と
き
、
あ
る
者
が
上
林
苑
の
鹿
を
殺
し
た
。
武
帝
は
大
い
に
怒
り
、
犯
人
を
官
吏

に
引
き
渡
し
て
處
刑
し
よ
う
と
し
た
。
羣
臣
は
み
な
武
帝
に
お
も
ね
り
、
人
主
の
鹿
を
殺
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
不
敬
で
死
刑
に
あ

た
る
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
の
意
見
の
趣
旨
は
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
件
の
犯
人
は
、
本
來
な
ら
ば
律
令
の
規
定
に
照
ら
し
、
禁
苑
の
動
物
を
殺
し
た
罪
に
よ
り
、
處
罰
さ
れ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
處
斷
刑
は
、
死
刑
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
不
敬
の
法
定
刑
は
死
刑
で
あ
る
か
ら
、

武
帝
の
意
の
通
り
に
犯
人
を
死
刑
に
處
す
る
た
め
、
羣
臣
は
大
不
敬
に
あ
た
る
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
、
と
。

　

漢
代
の
法
律
で
は
不
敬
・
大
不
敬
と
同
じ
く
基
準
が
曖
昧
な
も
の
と
し
て
、
他
に
も
不
道
罪
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。『
漢
書
』
卷
七

〇
陳
湯
傳
に
、

廷
尉
增
壽
議
以
爲
、
不
道
無
正
法
、
以
所
犯
劇
易
爲
罪
。

と
あ
り
、
前
漢
の
成
帝
の
と
き
、
廷
尉
の
趙
增
壽
は
、
不
道
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
た
法
が
な
く
、
犯
し
た
行
爲
の
輕
重
に
應
じ
て
罪
を

決
め
る
と
述
べ
て
い
る
。
か
つ
て
大
庭
脩
氏
は
漢
代
の
不
道
罪
に
つ
い
て
詳
細
に
檢
討
し
、「
不
道
に
正
法
無
し
」
と
は
い
う
も
の
の
、

「
全
く
ル
ー
ル
無
し
に
不
道
罪
が
適
用
さ
れ
て
い
た
」
の
で
は
な
く
、「
不
道
罪
の
構
成
要
因
」
に
は
一
定
の
基
準
が
あ
り
、「
誣
罔
」・

「
罔
上
」・「
迷
國
」・「
誹
謗
」・「
狡
猾
」・「
惑
眾
」・「
虧
恩
」・「
奉
使
無
状
」・「
大
逆
」
な
ど
が
不
道
に
あ
た
る
行
爲
と
さ
れ
て
い
た

と
す
る
（
（1
（

。
確
か
に
、
そ
の
後
出
土
し
た
尚
德
街
漢
簡
二
一
二
に
も
、

妻
淫
失
煞
夫
、
不
道
。

奸
人
母
子
旁
、
不
道
。

と
あ
り
、
不
敬
・
大
不
敬
と
同
樣
、
不
道
に
あ
た
る
行
爲
を
示
し
た
條
文
さ
え
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
大
庭
氏
は
、「
不
道

は
、
人
倫
道
德
に
反
し
、
人
と
し
て
の
道
、
臣
下
と
し
て
の
道
に
背
反
す
る
行
爲
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
行
爲
を
あ
ら
か
じ
め
豫
測

し
、
律
に
正
文
を
記
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
正
す
べ
き
法
が
な
い
、
す
な
わ
ち
、
律
に
不
法
行
爲
と
そ
れ
に
該
當
す
る
刑

罰
と
を
記
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
（1
（

。

　

不
道
に
あ
た
る
行
爲
は
、
妻
が
淫
樂
に
ふ
け
っ
て
夫
を
殺
す
、
他
人
の
母
と
そ
の
子
の
傍
ら
で
姦
通
す
る
、
罪
を
犯
し
て
い
な
い
一

家
の
う
ち
三
人
を
殺
す
な
ど
（
（1
（

、
人
と
し
て
の
道
に
外
れ
た
行
爲
の
他
、
前
掲
の
誣
罔
〜
大
逆
の
よ
う
な
、
國
家
と
皇
帝
の
權
威
を
侵
害
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す
る
行
爲
も
含
む
。
不
敬
と
大
不
敬
も
［
Ⅶ
］
の
「
鬼
神
を
驚
か
す
」
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
國
家
と
皇
帝
の
權
威
を
侵
害
す
る
行
爲

と
い
う
點
で
共
通
し
て
い
る
。
現
に
、
前
稿
で
檢
討
し
た
通
り
、
本
來
は
大
不
敬
に
あ
た
る
行
爲
で
あ
っ
て
も
、
被
害
あ
る
い
は
惡
質

性
が
甚
大
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
不
道
の
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
國
家
・
皇
帝
の
權
威
を
侵
害
す
る
行
爲
に
つ
い
て
、
犯
罪
の
成
否
及
び
刑
罰
の
種
類
の
基
準
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
國
家
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
解
釋
を
行
え
る
餘
地
を
殘
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
國
家
が
初
め
か
ら
意
圖
し

て
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も
國
家
が
結
果
的
に
そ
の
曖
昧
さ
を
利
用
し
た
の
か
は
、
不
道
・
不
敬
・
大
不
敬
の
起

源
を
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
拙
稿
「
漢
律
令
「
大
不
敬
」
考
」（『
中
央
學
院
大
學
法
學
論
叢
』
第
三
三
卷
第
二
號
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。

（
２
）
若
江
賢
三
「
漢
代
の
不
敬
罪
」（
同
氏
『
秦
漢
律
と
文
帝
の
刑
法
改
革
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
。
一
九
八
六
年
原
載
）
參

照
。

（
３
）「
劾
」
と
は
官
吏
が
あ
る
程
度
の
捜
査
を
行
い
、
治
獄
を
職
務
の
一
つ
と
す
る
機
關
へ
そ
の
結
果
を
通
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宮
宅
潔

「「
劾
」
を
め
ぐ
っ
て
─
中
國
古
代
訴
訟
制
度
の
展
開
─
」（
同
氏
『
中
國
古
代
刑
制
史
の
研
究
』
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
一

年
。
二
〇
〇
一
年
原
載
）
參
照
。

（
４
）『
漢
書
』
卷
一
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
に
「
十
年
、
孝
文
五
年
、
坐
與
門
大
夫
殺
故
楚
内
史
、
贖
爲
城
旦
」
と
あ
り
、
張
不
疑
ら
は
實
際

に
も
と
楚
の
内
史
を
殺
害
し
て
い
る
の
で
、『
史
記
』
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
で
い
う
「
謀
殺
」
は
「
殺
そ
う
と
謀
っ
た
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
謀
っ
て
殺
し
た
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
本
木
牘
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
長
沙
尚
德
街
出
土
法
律
木
牘
雜
考
」（
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
編
『
簡
帛
』
第
一
八

輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
參
照
。

（
６
）
尚
德
街
漢
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
尚
德
街
東
漢
簡
牘
』（
嶽
麓
書
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
っ
た
。
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（
７
）
若
江
氏
が
收
集
し
た
大
不
敬
の
事
例
の
中
に
は
〔
二
〕
が
見
え
な
い
が
、
氏
の
分
類
に
從
え
ば
、〔
二
〕
は
［
Ⅰ
］
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
本
稿
で
は
若
江
氏
が
擧
げ
て
い
な
い
事
例
を
擧
げ
る
際
、
同
樣
に
氏
の
分
類
に
從
う
も
の
と
す
る
。

（
８
）
こ
の
『
神
仙
傳
』
の
記
述
は
他
に
も
『
初
學
記
』
卷
二
天
部
下
雨
一
、『
後
漢
書
』
卷
五
七
欒
巴
列
傳
李
賢
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
藝
文
類
聚
』
と
『
初
學
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
神
仙
傳
』
に
よ
る
と
、
欒
巴
は
大
不
敬
に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
李
賢
注
が
引
く
『
神

仙
傳
』
の
み
「
不
敬
」
に
作
る
。

（
９
）
筆
者
は
以
前
、
不
敬
は
大
不
敬
と
同
じ
く
棄
市
に
處
さ
れ
た
と
述
べ
た
。
拙
稿
「
長
沙
尚
德
街
出
土
法
律
木
牘
雜
考
」
參
照
。
し
か
し
、

以
下
本
稿
で
述
べ
る
通
り
に
考
え
を
改
め
た
。

（
10
）〔
二
二
〕
で
は
「
正
鬼
薪
法
」、〔
二
〇
〕
で
は
「
爲
隸
臣
」
と
あ
る
の
み
で
、「
耐
」
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
當
時
の
刑
罰
制

度
で
は
、
鬼
薪
・
隸
臣
は
耐
と
と
も
に
適
用
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。〔
二
二
〕
と
〔
二
〇
〕
で
は
耐
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。

（
11
）
張
家
山
漢
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
陳
偉
・
彭
浩
・
工
藤
元
男
編
『
二
年
律
令
與
奏
讞
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
っ

た
。

（
12
）
こ
の
如
淳
注
は
『
漢
書
』
卷
五
〇
張
釋
之
傳
の
顏
師
古
注
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
史
記
集
解
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
方
が

や
や
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
後
者
に
よ
っ
た
。

（
13
）
詳
し
く
は
拙
稿
「
長
沙
尚
德
街
出
土
法
律
木
牘
雜
考
」
參
照
。

（
14
）
大
庭
脩
「
漢
律
に
お
け
る
「
不
道
」
の
概
念
」（
同
氏
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
二
年
。
一
九
五
七
年
原
載
）
參
照
。

（
15
）
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
一
四
三
頁
參
照
。

（
16
）『
漢
書
』
卷
八
四
翟
方
進
傳
如
淳
注
に
「
律
、
殺
不
辜
一
家
三
人
爲
不
道
」
と
あ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
科
學
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
中
國
漢
魏
晉
南
北
朝
期
の
刑
罰
法
規
に
お
け
る
不
道
・
不
敬
・
不
孝
な
ど
の
罪
目

に
對
す
る
研
究
」（
課
題
番
號18K

01223

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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